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授業概要 

テーマ 

わたしの一品 

目標 

学習レベル １、２ 

日本に住む韓国人の日常生活について調べ、その韓国人にとって有益な情報を提供できる。 

コミュニケーション能力に関する目標 

自分のこと 

・学年や専攻、趣味など、身近なことについて尋ねたり、答えたりすることができる 

日常生活 

・日常の生活行動について尋ねたり、答えたりすることができる  

・自分や相手が関心のあるもの（場所、食べ物、人など）について、簡単な紹介をすることができる 

シナリオ 

○○大学で教養韓国語を学ぶクラス（学習初年度）では、自分たちがイメージする「韓国人の日常生活」につ

いて話し合った。学習者がイメージする「韓国人の日常生活」には、様々なものがあり、また自分たちのイメ

ージが事実なのか知りたいという意見が出た。そこで教室に学内の韓国人２名をゲストとして招き、「日本で

の日常生活（留学生活）」と「韓国での日常生活」についてインタビューをし、韓国人の日常生活について深

く考察することにした。その結果、韓国人留学生は『食』に興味があることが明らかになり、留学生活が残り

わずかなこの留学生たちに是非、おすすめしたい「わたしの一品」を紹介することにした。 

総括的評価（前期） 

①自分や相手のことを伝えるに必要な言語能力（筆記テスト ３５点） 

②自分のことを紹介することができる（提示的モード：話す ２５点） 

形成的評価（前期） 

①韓国語の文字を書いたり、発音することができる（小テスト １０点） 

②名刺を作ることができる（提示モード：書く） 

③名詞を見せながら、自己紹介し合うことができる（対人モード：聞く・話す・書く・読む） 

④授業中の課題遂行、提出物、授業態度（２０点） 

総括的評価（後期） 

①自分のことを述べたり、日常生活について述べるために必要な言語能力のテスト（筆記テスト ４０点） 

②日本の食べ物について調べ、パンフレットにまとめる（提示的モード：書く ２０点） 

③日本の食べ物に関するパンフレットを見せながら、口頭で説明する（提示的モード：話す ２０点） 

形成的評価（後期） 

①韓国人留学生の日常生活についてインタビューをする（対人モード：聞く・話す １０点） 

②韓国人留学生の日常生活に関する考察の自己評価（文化考察） 

③ 授業中の課題遂行、提出物、授業態度（１０点） 
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3×3＋3分析表 

  言語領域 文化領域 グローバル社会領域 

わかる ・自分や相手のことを伝える表現がわかる 

・普段の生活について尋ねたり、答えたり

する表現がわかる 

・食べ物ついて尋ねたり、答える表現がわ

かる 

・食べ物について、その概要を伝える表現

がわかる 

・韓国人留学生の日本と韓国での日常生活

を知る 

・韓国人留学生が好きな食べ物について知

る 

・パンフレットに必要な情報について理

解できる 

・情報を収集するための方法がわかる。 

 

できる ・自分や相手のことについて伝えることが

できる 

・インタビューを行うことができる。 

・ 食べ物について、その概要を伝えること

ができる。 

 

・同世代の韓国人留学生の生活や興味・関

心を持つことについて、自分と比較し、類

似点や共通点、相違点について分析し、そ

の背景にあるものを探ることができる 

・グループのメンバーと協力し、インタ

ーネットや雑誌などを活用し情報収集で

きる 

・インターネットや動画を活用を活用し、

必要な情報をわかりやすく伝えることが

できる 

つながる ・留学生へとの韓国語でのやりとりを通じ

て、関係を築ける 

・自分や他者の価値観や興味・関心につい

て知り、それをきっかけに関係構築ができ

る。 

 

三連携 学習者の関心、意欲、態度、学習スタイル ・学内の留学生の日本生活に貢献することにより学習の関心を高める。 

・学習者が興味や関心、得意なことを生かして、主体的な活動を促す。 

他教科との連携 ・情報コミュニケーション 

・異文化理解 

・多文化共生 

・社会 

教室外の人、モノ、情報の連携 ・学内の留学生との連携、日本の食に関する情報との連携 
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目標分解 

大目標 中目標 小目標 タスク 実施 

 

 

 

 

 

 

 

韓国人留学生に日

本の食べ物につい

て伝えることがで

きる 

 

自分や相手のこと（趣味、好

きなもの、住んでいる街な

ど）について伝えることがで

きる 

お互い挨拶しながら、自己紹

介し合うことができる 

名刺を作る ２０１４年 ４月 

初対面の人に挨拶する ２０１４年 ４月 

名前を言ったり、理解する ２０１４年 ４月 

 

自分のことを紹介し合うこと

ができる 

自分の街を紹介することができる ２０１４年 ５、６、７月 

自分のこと（趣味、専攻、学年な

ど）について伝えあうことができ

る。 

２０１４年 ５、６、７、

１０月 

 

韓国人留学生の「韓国での日

常生活」と「日本での日常生

活」に関する情報を収集する

ことができる 

韓国人留学生から情報を収集

することができる 

インタビュースキルを身に付ける ２０１４年 １１月 

質問リストを作る ２０１４年 １１月 

収集した情報について分析す

ることができる 

結果をまとめる ２０１４年 １２月 

結果を分析し、共有する ２０１４年 １２月 

日本の食べ物（①昔よく食べ

た食べ物、②流行っている食

べ物、③よく食べる食べ物、

④作ったことのある食べ物、

⑤帰国前に是非食べてもら

いたい食べ物） 

パンフレットを作成すること

ができる 

視覚資料を作成する ２０１４年 １２月 

２０１５年 １月 

内容をまとめて、書く ２０１５年 １２月 

２０１５年 １月 

レイアウトする ２０１５年 １月 

 

パンフレットの内容を口頭で

説明することができる 

パンフレットを見せながら説明す

る 

２０１５年 １月 

質問に答える ２０１５年 １月 

感想を聞く ２０１５年 １月 
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タスク：これから皆さんのこと（名前、大学、専攻、趣味、好きなこと、好きなもの、家、住んでいる町など）を紹介してくだ

さい。自分の言いたいことがうまく伝わるように工夫してみましょう。時間は３分から４分程度です。 

 

発表者の名前             

 

 

 目標以上を達成 

５点 

目標を達成 

４点 

目標までもう少し 

３点 

目標達成まで努力が必要 

２点 

タスクの達成度 

 

タスクを非常にうまく達

成している。 

タスクは達成できたと言

える。 

一部タスクが達成できて

いない。 

全体的にタスクは達成で

きていない。 

発音 

 

非常に正確で、流暢である

ため内容も聞きやすい。 

内容が理解できる発音の

正確さと流暢さを持って

いる。  

一部、発音が聞き取れない

ため、部分的に内容が理解

できないものがある。 

発音が聞き取れないこと

が頻繁にあるため、内容が

理解できないものが多い。 

表現 

 

表現が豊富で、非常に適切

に使われている。 

発表内容を伝えるために

必要な表現が適切に使わ

れている。 

一部、表現が適切でなかっ

たり、表現がワンパターン

なところが見られる。 

表現の間違いが頻繁に見

られたり、決まった表現し

か使っていない。 

聞き手への配慮 

 

相手に内容を伝えるため

に、言葉を言い換えたり、

ボディーランゲージ、アイ

コンタクト、その他の資料

（写真・動画・物など）な

どを効果的に用いている。 

相手に内容を伝えるため

に、言葉を言い換えたり、

ボディーランゲージ、アイ

コンタクト、その他の資料

（写真・動画・物など）な

どを用いようとする努力

が見られる。 

聞き手への配慮があまり

見られず、話し手も考えや

表現したいことが伝わっ

てこない部分がある。 

聞き手への配慮はなされ

ていない。 

 

合計点 

 

／２０ 

 

 

コメント 
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インタビューの評価表（練習用・本番自己評価用） 
 

名前          さん 

 目標以上を達成 

１０点 

目標を達成 

８点 

目標までもう少し 

６点 

目標達成まで努力が必要  

４点 

知りたい

こととそ

の達成度 

×2 

自分が知りたいと思った

ことをすべて引き出すこ

とができた！ 

自分が知りたいと思った

ことはおおむね引き出す

ことができた。 

自分が知りたいと思ったこと

の中でも大事なことを一部

引き出せなかった。 

自分が知りたいと思ったこと

の中でも大事なことが全然

引き出せなかった。残念。 

インタ

ビュー

の流れ 

インタビューの導入部、

中心部、終結部の構造

を保ち、円滑に進められ

た！ 

インタビューを円滑に

進めようという努力も

した。 

インタビューの構造の中で

欠けているものがあったり、

一部不自然な流れがあっ

た。 

インタビューの構造をうまく

保てず、流れが不自然だっ

た。 次回は頑張る！ 

語彙 

表現 

 

 

インタビューに必要な語

彙や表現をしっかり学

び、滑らかに、適切に使

えた！ 

インタビューに必要な語

彙や表現を学習し、コミュ

ニケーションに支障のな

い表現を使えた。 

インタビューに必要な語彙

や表現を学んだのに、通じ

なかったり、理解しにくい表

現を使ってしまった。 

全体的に語彙や表現が不

適切で、理解してもらえな

かった。まだまだこれから！ 

態度 

工夫 

 

相手と望ましい関係を築

くために適切な態度をと

り、相づちをしたり、わか

らないことばを聞き返す

など、工夫ができた！ 

相手と望ましい関係を築

くための努力をしたり、お

助け表現を使いながら何

とかやりとりできた。 

相手に対して配慮が一部欠

けていた気がする。わからな

い言葉があっても、あきらめ

てしまうものもあった。 

全体的に配慮が欠けてい

たようだ。コミュニケーション

がうまくいかないと黙ってし

まった。くやしい・・・ 

合計   /５０ ※成績には１０点配点 

＜コメント＞ 
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留学生の日常生活に関する考察の自己評価表 
名前           
 目標以上を達成 目標を達成 目標までもう少し 目標達成まで努力が必要  

気づく 交流に主体的に参加し、

様々な視点からの発見が

できた！ 

交流を通じて、自ら新たな

発見ができた。 

先生や友達のアドバイス

を受けることで、新たな

発見ができた。 

今回は新たな発見が見ら

れなかった。次回は積極

的に参加し、みつける

ぞ！ 

考察 自文化との比較のみなら

ず、その理由までも考察

し、自らの見解を述べるこ

とができた！ 

自文化との比較しながら、

共通点や類似点、相違点

について分析できた。 

考察を行ったものの、自

文化との比較に一部不

備があったり、分析に深

みが足りなかった。 

自文化との比較が全体的

に満足いくものではなかっ

た。次回は頑張るぞ！ 

表現する 

 

結果について、理解を高

めるための工夫をしながら

（視覚資料の活用など）韓

国語で適切に表現でき

た！ 

結果について、韓国語で

適切に表現できた。 

結果について、韓国語

が一部適切ではなかっ

た。 

結果について、韓国語が

全体的に適切ではなかっ

た。今度は完璧にする

ぞ！ 

  

① 今回の授業を通じ、皆さんが感じたことを、上の自己評価表を参考に書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

② ①をもとに今後の自分の課題や目標、やってみたいことを書いてみましょう。 
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パンフレットの内容に関するルーブリック 

指示文：これから韓国人の留学生に、日本のこと（作ったもの、食べたもの、昔よく食べたもの、行っ

たところ、はまったもの）を紹介するためにパンフレットを作ります。下の表はパンフレットの評価表です。

パンフレットはペア（もしくは３人）で作成します。韓国語の以外にも必要な写真やイラストを入れ、わか

りやすく、個性的で、楽しいパンフレットを作ってみましょう。 

 

 要素 目標以上を達成 

５点 

目標を達成 

４点 

目標までもう少し 

３点 

目標達成まで努力が 

必要 ２点 

語彙、文

法表現 

語彙、文法が正確

かつ適切で、非常

に理解しやすい。 

語彙、文法がほ

ぼ正確で、理解

しやすい。 

語彙、文法に少し間

違いが有り、部分的

に理解できないもの

がある。 

語彙、文法に間違い

が多く見られ、理解

できないものが多

い。 

正書法 文字、句読点の用

法に間違いがない。 

ときどき文字、

句読点の間違い

があるが、意味の

伝達に問題はな

い。 

不正確な文字、句読

点の用法がしばしば

見られ、一部理解で

きない。 

文字、句読点の用法

に大きな間違いがあ

り、内容理解に問題

がある。 

内容、構

成 

行事やイベントに

ついて明確で、理解

しやすく、人の関心

を惹くように構成

されている。 

行事やイベント

について理解で

きように説明さ

れている。 

行事やイベントにつ

いて一部、説明がな

かったり、構成に改

善の余地がある。 

行事やイベントにつ

いて説明がなされて

いない。構成の提示

にもさらなる工夫が

求められる。 

視覚資料 

（写真、

イラスト

など） 

写真やイラストが

効果的に使われて

おり、説明を引き立

てている。 

写真やイラスト

が使われており、

文章だけの説明

よりもわかりや

すくなっている。 

写真やイラストが使

われているものの、

一部、その効果がわ

かりづらかったり、

適切ではない部分が

ある。 

写真やイラストが使

われていなかった

り、使われていても

あまり効果的ではな

い。 

 

合計点 

 

／２０ 

 

コメント 
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パンフレットについての口頭説明のルーブリック（予行練習・本番用） 

 これから交流会で紹介する予行練習をします。ペアで日本人の学生と韓国人の留学生の役に分かれてくだ

さい。まず、①あらかじめ準備しておいた自分をアピールするためのカード（自分の名前、連絡先、写真、

イラストなどの情報があるもの）を渡しながらお互い紹介してください。できるだけ相手が好感を持ち、良

い関係を築けるように心掛けてください。その後、②日本人の学生は、自分たちが作ったパンフレットの内

容を紹介して、質問や感想をもらってください。韓国人の留学生は、わからないところは質問したり、感じ

たことを話してください。日本人の学生のタスクは①と②です。 

   

要素 

目標以上を達成！ 

５点 

目標を達成！ 

４点 

目標までもう少し 

３点 

目標達成まで努力が必

要 ２点 

理解しや

すさ（発

音 、 語

彙、文法） 

発音、語彙、文法が

正確かつ適切で、リ

ズムもよく、非常に

理解しやすい。 

発音、語彙、文法がほ

ぼ正確で、一定のスピ

ードもあり、理解でき

る。 

発音、語彙、文法に

少し間違いがあり、

部分的に理解しにく

いところがある。や

や 流 暢 さ に も 欠 け

る。 

発音、語彙、文法の正

確さに欠け、理解しに

くいところが多い。言

いよどみや沈黙があ

る。 

コミュニ

ケーショ

ン・スト

ラテジー 

コミュニケーション

に支障がある時、非

常に効果的なストラ

テジーを使い、対応

している。 

コミュニケーションに

支障がある時、ストラ

テジーを使いながら対

応している。 

 

コミュニケーション

に支障がある時、部

分的にストラテジー

を使いながら対応し

ようとしている。 

コミュニケーションに

支障があっても、ほと

んどストラテジーを使

っていない。 

態度（挨

拶、お辞

儀、韓国

語使用、

積極性） 

初対面の韓国人との

やりとりに求められ

る態度がしっかり身

についており、非常

に好感が持てる。韓

国語を使い、積極的

に相手と関わろうと

している。 

初対面の韓国人とのや

りとりに求められる態

度が身に付いており、

好感が持てる。韓国語

を使い、相手と関わろ

うとする努力が見られ

る。 

 

一部、初対面の韓国

人とのやりとりにそ

ぐわない面が見られ

る。ときどき韓国語

以外の言語に依存し

たり、相手と関わろ

うとする努力が足り

ない面が見られる。 

全体的に初対面の韓国

人とのやりとりにそぐ

わない面が見られる。

韓国語以外の言語を頻

繁に使ったり、相手と

の関係を構築しようと

いう努力も全体的に欠

けている。 

タスクの

達成度 

与えられたタスクを

十分理解し、スムー

ズかつ十分、タスク

を達成している。 

与えられたタスクを理

解し、タスクを達成し

ている。 

与えられたタスクが

部分的にしか理解で

きておらず、一部タ

スクが達成できてい

ない。 

与えられたタスクの意

図を理解しておらず、

タスクの達成が不十分

である。 

 

合計点 

 

／２０ 

 

コメント 
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